
昭和６０年度指定調査研究

ベニズヮイガニの生態と資源に

関する研究（抄録）

安達二朗

１．目的

日本海におけるペニズワイガニ資源の状態を診断し、この極の生活史にみあった適性漁獲壁を試

算し、最大持続生産性の維持を計ることである。

２．研究の主旨

日本海に分布するベニズワイガニは、かご網で漁穫される。日本海西部海域での漁獲腿は1972年

までは、数千トン台で漸増してきたが、1973年以降は急激に増加し、1983年には約46,000トンとな

った。しかし1984年の漁獲量は約45,000トンとなり、1983年を下回った。

このような漁護量の経年変化をみろと、近年の漁獲量の増加は、漁獲努力の増大と日本海西部の

深海域の漁場開発に負うところが大きいと考えられろ。

一方､漁獲されたベニズワイガニの魚体は年々小型化していろ。このように､漁獲量は増加しているにも

かかわらず､魚体の小型化が現われるのは、近年では資源と漁獲の平衡した状態がくずれていることを

示していろと考えられろ。昭和60年度はそのことを明らかにするため、島根県恵曇港と鳥取県境港

の銘柄別漁獲量と銘柄別甲幅組成を用いて、日本海西部海域のベニズワイガニ資源を解析した。

３結果の概要

１）恵曇港の漁獲物は、７つの年令群から構成されていた。

２）各年令群の年令別平均甲幅と標準偏差から、年令一甲幅キーを作成した。

３）この年令一甲幅キーを用いて、恵曇港と境港の漁穫物甲幅組成を年令組成に変換した。

４）４１Ｚ令組成から生残率を推定した結果、生残率は、境港では1977～1979年までは0.33～０３１，

１９８０～1984年は0.23～０４、恵曇港では1984年が0.25,1985年が0.32であった。

５）資源診断の結果、1977～1979年の資源状態は健全であったが、1980～1984年では乱痩気味で

あると判断された。

６）現在の乱獲状態を正常にもどすためには、漁痩量を現在の90％以下に下げることあるいは漁

獲努力壁を現在の80％以下にする必要がある。
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